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Acute Phase Reactant Sccore (APRスコア）の有用性
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Acute Phase Reactant Sccore (APRスコア）の有用性は既に、我々の研
究グループが報告している。今回は、超低出生体重児の晩期敗血症（生
後3日以降に発症する敗血症）の診断にAPRスコアを構成する3つのAPRの
うち、α1-acid glycoprotein(AGP)がCRPに先行して上昇する傾向を発
見した。この現象を敗血症のwarning signと名付けた。早期診断、早期
治療が早産児、特に1000g未満の超低出生体重児には有益であるので、
臨床研究として論文化して拡声したい。

約10年間に入院した超低出生体重児のカルテより、敗血症の発症の有
無、APRスコアの推移を抽出して分析する。

・予定研究対象者数
　　研究全体で約100名

・研究対象の症例集計期間
　　2011年1月～2022年8月


